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団体交渉にて解決しないため、 

懲戒処分と出向の撤回を求めると共に、 

企業体質を是正し、 

安全で働きやすい職場をつくりだすため 
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 この訴訟は、私自身の身の潔白を明らかにすることが第一ですが、それによってこうした企業体

質を是正し、安全で働きやすい職場をつくりたいという思いです。 

私はこの JR東日本は幼い頃からの憧れであり、好きで入った会社です。 

そして今後も私のように好きで入社してくる後輩も増えてくると思います。 

希望をもった後輩が私のように同じ目に遭ってはならないし、同じことをさせないのが今後の私

の役割であり、使命になると思います。 

そういった意味でもこの訴訟は勝たなければなりません。好きな会社、好きな鉄道を今後も残し

ていくために、しっかり裁判を闘っていきたいと思います。 
原告の組合員 A さん本人による記者会見発言より抜粋 


